


１

 
クル、コロコロ、クルル　クルン、コロコロ、クルル。

ひょうたんみたい。ちいさなちいさなおにんぎょう。

わたしのてのひらにのった、ちいさなマトリョーシカにんぎょう。

わたしのだいすきなマトリョーシカはわたしのママのたからもの。



２

 
もうあうことはできない、おばあちゃんのものだったんだって。

おばあちゃんはママのママ。

「わたしのだいすきなママのたからもの。」

ママはよくそういってマトリョーシカをてのひらでころがすんだ。



３

 
「このマトリョーシカはね、かぞくとはぐれてしまったこなの。」

ママがあるひおしえてくれた。

わたしもしってる。おみせでみたことあるんだ。

なかよくならんだマトリョーシカにんぎょう。

おなかがパカッとひらいて、みんななかよくおなかのなかにはいっちゃうの。

 



４

 
このこのおなかはひらかない。

いちばんちっちゃなこだったんだね。

「このこ、さみしいかな？ママにあいたいかな？」

わたしがきくと、ママはこういったよ。

「そうだね、でももうこのこはうちのかぞくだからだいじょうぶ。ずっとたいせつにしてあげよ

うね。」

マトリョーシカはママのてのひらでクルンとまわって、よろこんだみたい。

 



５

 
あるひママとおかいものをしていたら、かわいいポスターをみつけた。

＜ゆかいなマトリョーシカ展　かいさいちゅう＞

ママとわたしはさっそくよってみることにしたんだ。

ちいさなかわいいざっかやさん。

 



６

 
おみせのすみに、いろんなマトリョーシカがたくさんならんでいたよ。

どうぶつのマトリョーシカ、こけしのマトリョーシカ、いろんなかおのマトリョーシカ。

みたことのないマトリョーシカがいーーっぱい！

そのとき、わたしとママがみつけた

どこかでみたようなマトリョーシカにんぎょう・・・・・

 



７

 
「このマトリョーシカは、いちばんちいさなこがなくなってしまってね・・・・

こうやっていろんなおみせをたびしているときに、どこかではぐれてしまったんだ。」

おみせのおじさんがおしえてくれたんだ。

 



８

 
わたしはそのマトリョーシカにんぎょうをみたときに

すぐにピーンときたんだ、うちのこじゃないかって。

でも、ママがてをひいてすぐおみせをでちゃったからおじさんにおしえられなかった。

おうちまで、ズンズンズンズンはやくあるいて・・・・・

ひゅーーーっとわたしのあしがういちゃうくらい。

 



９

 
クル、コロコロ、クルル　クルン、コロコロ、クルル

ママはてのひらでだいじそうにマトリョーシカをころがしてる。

ママはないてるみたいだった。

クル、コロコロ、クルル　クルン、コロコロ、クルル

マトリョーシカはママのてのひらでクルクルおよいだ。

「このこをほんとのかぞくのところにかえそうね。」

とママがいった。

 



１０

 
わたしもさいごに

「ママにあえるね、バイバイ。」

って、てのひらでころがしてマトリョーシカにおわかれしたよ。

 



１１

 
おみせにマトリョーシカをつれていくと、みせのおじさんはとってもおどろいて、

ママになんどもおれいをいってよろこんだ。

マトリョーシカもほんとのかぞくとならんでうれしそうだったよ。

マトリョーシカのママは、さっきよりもにっこりしているきがしたよ。

 



１２

 
でも、わたしのママはとってもさみしそうだった。

だって、あのマトリョーシカはママのたからものだったんだもの。

 
 



１３

 
かえりにみせのおじさんがおれいにって、プレゼントをくれた。

おうちにかえってあけてみると、はこのなかには

ひょうたんみたいなおきものがはいっていたんだ。

それは、なんにもかいてないマトリョーシカにんぎょう。

 



１４

 
わたしはそれをみて、すぐにピーンとおもいついた。

すてきなアイディア！

 



１５

 
ママといっしょにつくったよ。

おばあちゃんとママとわたしにそっくりなマトリョーシカ。

わたしとママのあたらしいたからもの。

 


